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教員数 ： 約900名
学生数 ： 約10,000名

７学部 ： 文学部、教育学部、法学部、理学部、医学部、薬学部、工学部

３大学院 ： 自然科学系大学院、生命科学系大学院、人文社会科学系大学院

キャンパス ： 黒髪キャンパス（文学部、教育学部、法学部、理学部、工学部）
大江キャンパス（薬学部）
本荘キャンパス（医学部）

熊本大学

2



第３期中期目標期間における

国立大学法人運営費交付金の重点支援

重点支援①
主として、人材育成や地域課題を解決する取組などを通じて地域
に貢献する取組とともに、専門分野の特性に配慮しつつ、強み・
特色のある分野で世界ないし全国的な教育研究を推進する取組等
を第３期の機能強化の中核とする国立大学を重点的に支援する。

重点支援② 主として、専門分野の特性に配慮しつつ、強み・特色のある分野
で地域というより世界ないし全国的な教育研究を推進する取組等
を第３期の機能強化の中核とする国立大学を重点的に支援する。

重点支援③ 主として、卓越した成果を創出している海外大学と伍して、全学
的に世界で卓越した教育研究、社会実装を推進する取組を第３期
の機能強化の中核とする国立大学を重点的に支援する。

地域

専門性

トップレベル

熊本大学

熊本大学が選択
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熊本大学のビジョンと戦略
「くまもと」から世界に輝く研究拠点大学 ～「創造する森 挑戦する炎」～

熊本大学は、地域とともに成⾧・発展してきた歴史と伝統を踏まえつつ、その個性と強みを生かし、世界
レベルの先端研究を先鋭化することで、大学全体の機能強化を主導し、次世代を担う研究領域を育むととも
に、人材育成のパラダイムシフトを敢行し、地域の問題をグローバルに考える人材育成を推進する。平成28
年熊本地震からの創造的復興を見据え、これらの教育・研究成果を積極的に地域に還元することで、これか
らの地方創生の中核となる“地域に根ざし、グローバルに展開する未来志向の研究拠点大学”を目指す。

世界レベルの研究拠点の充実と先端的
新分野の開拓による世界への挑戦

戦略①

戦略②
戦略③

旧制五高以来の剛毅木訥の気風を
受け継ぎ、
“Global Thinking and Local 
Action”できる人材育成

熊本大学の“特色”を活かし、
多様な豊かさを有する熊本
の維持・発展に貢献

研究大学強化促進事業

スパーグローバル大学
創成支援事 地（知）の拠点事

業

研究
国際・教育 地方創生
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大学院先導機構

学 ⾧

大学情報分析室（IR室）

国際先端医学
研究機構

国際先端科学
技術研究機構

学内特区的
研究センター

熊本創生推進機構

大 学 戦 略 会 議

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院
部
門

先
導
的
研
究
人
材
育
成
部
門

拠
点
形
成
研
究
部
門

研
究
戦
略
・
研
究
推
進
部
門

シニア
URA

URA URA研究員

URA推進室

研究サポート推進室

1
名

２名

協
力

協
力

研究系6名（URA研究員*２名）、
産学連携系９名のURAが在籍

４名

９名

研究推進体制
研究推進の組織体制 URAを活用した研究推進体制の構築

URA1名(専任)

*URA研究員：URAの補佐・見習い
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産学官連携・地域連携の推進体制

産学系
URA 9名
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研究力の指標は？

• 科研費の採択件数
• 科研費の採択額

一般的な研究力を示す指標の例

対象期間：2016年～2020年
文献タイプ：Article & Review

国内大学の5年間の論文数ランキング
（2016～2020年）

1 東京大学 4,202 22,549,534
2 京都大学 3,022 13,931,905
3 大阪大学 2,665 10,463,081
4 東北大学 2,525 9,747,075
5 九州大学 1,943 7,058,611
6 名古屋大学 1,819 8,029,554
7 北海道大学 1,719 6,099,686
8 筑波大学 1,357 4,165,330
9 広島大学 1,220 2,840,071

10 慶應義塾大学 1,187 3,660,410
11 神戸大学 1,163 3,226,210
12 早稲田大学 1,131 2,982,850
13 岡山大学 1,001 2,385,305
14 金沢大学 962 2,157,610
15 千葉大学 911 2,422,940
16 東京工業大学 889 4,459,416
17 新潟大学 794 1,747,850
18 東京医科歯科大学 730 1,815,060
19 立命館大学 690 1,341,990
20 熊本大学 687 1,720,930

順位 機関名
新規＋継続

採択件数
（件）

直接＋間接
（千円）

国内大学の科研費採択件数ランキング(2020年)

文部科学省 公表資料から作成InCites

順位 機関名 論文数（報） 被引用数（回）

1 東京大学 46,161 485,738
2 京都大学 32,784 351,513
3 東北大学 24,463 212,727
4 大阪大学 24,273 211,305
5 名古屋大学 19,194 173,046
6 九州大学 18,963 163,227
7 北海道大学 18,052 140,888
8 東京工業大学 13,134 119,257
9 筑波大学 12,849 113,281
10 慶應義塾大学 11,336 100,856
11 広島大学 10,684 78,441
12 神戸大学 9,401 84,611
13 岡山大学 8,062 66,496
14 千葉大学 7,919 65,669
15 早稲田大学 7,256 58,363
16 金沢大学 6,439 49,411
17 東京医科歯科大学 6,175 48,921
18 熊本大学 5,723 44,151
19 新潟大学 5,514 48,290
20 日本大学 5,360 29,434
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• 論文数
• 論文のインパクトファクター（IF）
• 論文の被引用数
• 被引用パーセンタイル（それぞれの分野*で被引用数が上位何％か）

*分野は、学術雑誌毎に付与される

論文に関する指標 研究費に関する指標



論文のみで真に研究力を示しているか？

論文への著者貢献度を考慮すべき！

たとえば、 研究者Ａ

直近5年で論
文を５編

詳細に調査してみると

研究力では、研究者Bが上では？
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直近5年で論
文を３編

研究者B

1. AA, BB, … A, CC. Journal of XXXX Feb 14 (2016)
2. DD, … A, EE. Journal of YYYY May 10 (2017)
3. FF, GG, … A, HH.  Journal of ZZZZ Jan 15 (2018)
4. II, JJ, … A, KK, LL.  Journal of XXYY Nov 15 (2018)
5. MM, NN, … A, OO.  Journal of YYZZ Aug 15 (2019)

1.  B, AA, BB, … CC. Journal of XXXX Feb 14 (2016)
2.  B, DD, … EE, FF. Journal of YYYY May 10 (2017)
3.  B, GG, HH, …, II.  Journal of ZZZZ Nov 15 (2019)



著者
スタンフォード大学の研究者ら。

対象
688万389人 (5報以上出版した研究者)

データベース
Scopus

方法
著者らが考案した被引用数に由来した複合

指標（自己引用を除く）に基づいて688万
389人を順位付けし、Top10万人を発表

特徴
・著者の貢献度を反映
・研究分野毎に補正

論文による研究評価のための要素
John P. A. Ioannidis et al. 
A standardized citation metrics author database annotated 
for scientific field. PLoS Biology August 12 (2019). 

本論文の情報
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項目 詳細

対象論文 Scopusに収録されている1960～2017年に出版された論文 (Article, Review, 
Conference Paper)

方法 被引用数に由来した複合指標c*に 基づいて688万389人を順位付け

分野 22分野 (論文と分野が1対1対応)、
176のサブフィールド(1論文に2分野付与)に分類

対象研究者 688万389人

自己引用 含まない

John P. A. Ioannidis et al. 
A standardized citation metrics author database annotated 
for scientific field. PLoS Biology August 12 (2019). 

*複合指標c＝ ୪୬ (ଽଵାଵ)

୪୬ (ଽଵೌೣାଵ)
+

୪୬ (ଵାଵ)

୪୬ (ଵೌೣାଵ)
+

୪୬ (ଵା )

୪୬ (ଵೌೣାଵ)
+

୪୬ (௦ାଵ)

୪୬ (௦ೌೣାଵ)
+

୪୬ (௦ )

୪୬ (௦ೌೣାଵ)
+

୪୬ (௦ାଵ)

୪୬ (௦ ೌೣାଵ)

** 1960～1995年までに発行された論文の場合、1９９６～2017年の引用は計算に含まれるが、
1995年までの引用は含まれない

(1) 𝑛𝑐9617: 1996～2017年までの全引用数
(2) ℎ17: h-index
(3) ℎ𝑚17: hm-index (共著者分数カウント)
(4) nsc: 単著論文の全引用数
(5) nscf: 単著+First Author論文の全引用数
(6) nscfl: 単著+First+Last Author論文の全引用数
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6つのmetrics

論文による研究評価のための要素
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１．キャリアの⾧い研究者ランキング
（1996-2017年発表論文に基づく）

２．2017年データの解析によ
る最近の研究者ランキング

２７名 24名

Top10万人にランクインした熊本大学の研究者
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大学名

①キャリアの⾧い研究者ランキング ②2017年データ解析によるランキング

10万位内に
ランクインした

人数

2017年度
文科省公開
研究者数*

ランクインした研究者の割
合

10万位内に
ランクインした

人数

2017年度
文科省公開
研究者数*

ランクインした研究者の割
合

日本全体 3,059 ʷ ʷ 2,414 ʷ ʷ

東京大学 248 6,702 3.7% 235 6,702 3.5%

九州大学 96 3,512 2.7% 94 3,512 2.7%

岡山大学 42 1,771 2.4% 22 1,771 1.2%

金沢大学 30 1,404 2.1% 28 1,404 2.0%

熊本大学 27 1,324 2.0% 24 1,324 1.8%

Top10万人にランクインした国内大学の研究者

日本の研究力低下が示唆される結果



他の研究力の指標
アジアで最もイノベーティブな大学ランキング２０１９

Rank 学校名 国名 2016 2017 2018 2019 前年比較

1 ソウル大学校 韓国 3 2 4 1 -3
2 韓国科学技術院（KAIST） 韓国 1 1 1 2 1
3 浦項工科大学校（POSTECH） 韓国 5 4 3 3 0
4 清華大学 中国 13 6 5 4 -1
5 東京大学 日本 2 3 2 5 3
6 大阪大学 日本 4 9 6 6 0
7 京都大学 日本 7 8 7 7 0
8 シンガポール国立大学 シンガポール 11 11 10 8 -2
9 成均館大学校 韓国 8 5 8 9 1
10 北京大学 中国 16 13 12 10 -2
11 漢陽大学校 韓国 15 10 11 11 0
12 九州大学 日本 18 17 14 12 -2
13 東北大学 日本 6 7 9 13 4
14 延世大学校 韓国 9 14 13 13 0
15 南洋理工大学 シンガポール 35 25 26 15 -11
16 高麗大学校 韓国 14 15 15 16 1
17 浙江大学 中国 23 19 21 17 -4
18 東京工業大学 日本 12 12 16 18 2
19 慶熙大学校 韓国 25 23 24 19 -5
20 復旦大学 中国 36 26 17 20 3
21 上海交通大学 中国 24 20 19 21 2
22 モナシュ大学 オーストラリア 32 28 25 22 -3
23 慶應義塾大学 日本 10 16 18 23 5
24 亜洲大学校 韓国 22 21 27 24 -3
25 華中科技大学 中国 57 33 28 25 -3
26 香港中文大学 中国 21 27 22 26 4
27 名古屋大学 日本 19 24 31 27 -4
28 北海道大学 日本 20 22 23 28 5
29 熊本大学 日本 40 37 30 29 -1
30 クイーンズランド大学 オーストラリア 33 41 42 30 -12

• 国際出願された特許ファミリーの数
• 登録に至った出願の割合
• PCT出願から国内移行した国際特許の割合
• 特許に引用された特許の引用回数の総和
• 特許に引用された特許の引用回数の平均
• 特許に1回以上引用された特許の割合
• 特許によって引用された論文の平均被引用数
• 企業著者を含む論文によって引用された論文

の平均被引用数
• 企業との共著論文率
• 論文数

https://graphics.reuters.com/ASIA-UNIVERSITY-INNOVATION/0100B02G03Z/index.html

指標
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アジアで最もイノベーティブな大学ランキング２０１９年
（日本抜粋版）

• 国際出願された特許ファミリーの数
• 登録に至った出願の割合
• PCT出願から国内移行した国際特許の割合
• 特許に引用された特許の引用回数の総和
• 特許に引用された特許の引用回数の平均
• 特許に1回以上引用された特許の割合
• 特許によって引用された論文の平均被引用数
• 企業著者を含む論文によって引用された論文

の平均被引用数
• 企業との共著論文率
• 論文数

https://graphics.reuters.com/ASIA-UNIVERSITY-INNOVATION/0100B02G03Z/index.html

指標
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Rank 学校名 2016 2017 2018 2019 前年比較

1 東京大学 2 3 2 5 3
2 大阪大学 4 9 6 6 0
3 京都大学 7 8 7 7 0
4 九州大学 18 17 14 12 -2
5 東北大学 6 7 9 13 4
6 東京工業大学 12 12 16 18 2
7 慶應義塾大学 10 16 18 23 5
8 名古屋大学 19 24 31 27 -4
9 北海道大学 20 22 23 28 5
10 熊本大学 40 37 30 29 -1
11 筑波大学 29 38 48 40 -8
12 東京医科歯科大学 (TMDU) 31 36 34 42 8
13 広島大学 26 29 29 45 16
14 千葉大学 46 48 52 61 9
15 信州大学 39 44 40 65 25
16 金沢大学 42 47 43 66 23
17 神戸大学 60 72 72 68 -4
18 岡山大学 38 52 59 71 12
19 早稲田大学 48 66 70 73 3

多くの大学でランキングが低下していることからも
日本の研究力低下が示唆される

他の研究力の指標



研究者の評価（研究）

部局の教員選考基準（研究部分のみ抜粋）

項目 生命科学系の一例 自然科学系の一例

論文

• 主たる論文*のインパクト
ファクターの総和を基準

• 著者の貢献度を考慮
*主たる論文：筆頭著者、第2著者、
責任著者の論文をカウント

論文数を基準

研究費 直近5年間の獲得総額を基準 獲得実績

基準の特徴 量×質で評価 量で評価

「量×質」

よりよい研究者を獲得し、好循環が生まれている
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人事



業績評価基準の一例

項目 基準

論文 直近3年間の論文数と各インパクトファクターを乗じた総数
値によって順位をつける。但し、筆頭著者やcorresponding
以外の論文に関しては0.3 を乗じて計算する。

外部資金 直近3年間の間接経費のある外部資金（科研費、受託研究、
共同研究（寄付金は対象にならない））の各総額の和につい
て順位をつける。

特許 直近3年間の認定された特許の代表者の場合に限ってその総
数から順位をつける。外国特許の場合には、２を乗じて計算
する。

単に量だけでなく、質も考慮して業績評価を実
施
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研究者の評価（研究）

個人評価



大学の研究力の向上のために
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1. 人事（重要）
・優秀な教員を獲得する

2. 育成
・URAによる科研費獲得支援

・学内の研究推進事業

・課題設定型の研究推進事業

・研究者のやる気を刺激

・部局への競争的配分

考えられるメニューは



URAによる科研費獲得支援
教員のレベルアッ
プ

科研費を獲得し、業績を出す、その業績により
さらなる科研費を獲得して研究を拡大・発展させる。

リトライ制度（申請
制）

不採択者への予算支援 質的支援

（１）若手型
（２）基盤研究（A・B）重点型

（１）URAによる調書チェック
（２）採択者の協力による採択調書公
開

計画調書作成に係る支援

若手型 基盤研究（A・B）重点型

対象年齢 ３９歳以下の者 ʷ

対象職種 本学に本務を有する者 本学に本務を有する者

対象資金 科学研究費助成事業 基盤(A)
基盤(B)

配分
対象者

A判定またはB判定で不採択
（申請制）

基盤(A)または基盤(B)にA判
定で不採択

配分資格 A判定またはB判定で不採択
（申請制）

再度同種目に応募し、
不採択になった場合に支給

配分額
科研費の種目および
不採択の判定結果による
（予算額と人数による）

基盤(A)：200万円（上限）
基盤(B)：100万円（上限）

18

科研費



それぞれのステージや特色に応じた育成・支援体制を整備

めばえ
研究推進事業

みらい
研究推進事業

国際先端
研究拠点

世界的に高い評価を得
ている研究拠点を重点
支援

国際先端研究拠点
次世代の本学の強みと
なる研究分野を支援

みらい研究推進事業
大胆で挑戦性の高い研究を
支援

めばえ研究推進事業

１年間

３年間

６年間

2017年～

19

学内の研究推進事業

令和２年度から

JST 創発的研究支援事業
７ 件採択（令和２年度）

+



R２年度は

22課題
を採択

新型コロナウイルス感染症に関する取組
アマビエ研究推進事業（研究のスタートアップ支援）

20

課題設定型の研究推進事業

COVID-19を理解す
る

新型コロナウイルスの
感染制御に関わる

新たな自然免疫型Ｔ細胞の同定

講師 本園 千尋
ヒトレトロウイルス学共同研究センター

活性イオウを基軸とする
COVID-19重症化に対する

新規治療剤の開発

大学院生命科学研究部(医)
教授 澤 智裕

植物ベンサミアナを用いた
VHH型抗SARS-CoV-2

抗体の生産

大学院先端科学研究部（理）

酸化グラフェンを用いた
抗菌・抗ウイルス性素材の

開発

大学院先端科学研究部(理)

感染を防ぐ

教授 澤 進一郎 教授 速水 真也

ユニバーサルデザインの
視点を踏まえたオンライン授業

ガイドラインの作成

大学院教育学研究科

どんなときも子どもの
豊かな学びを進め、

実践研究を止めない学校の
システムづくり

熊本大学教育学部附属小学校

新型コロナウィルス
(COVID-19)パンデミック
による心理・社会的変化

大学院人文社会科学研究部

withマスク時代の
コミュニケーションに

関する基礎研究

大学院生命科学研究部(保)

COVID-19と教
育

准教授 菊池 哲平 副校⾧ 森 毎恵 教授 前田 ひとみ准教授 西川 里織

研究課題例
（他14件）

生命科学系 医工連携

教育学系 人文社会学系COVID-19と社
会



• 論文 Impact Factor （2019年論文）
• 論文 被引用数 （2016年論文）
• 論文 被引用TOP%（2016年論文）
• 外部資金獲得額

研究者のやる気を活性化

●熊大のTop10の研究者を2019年から発表

4項目について、全研究者のトップ10人を公表
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研究者のやる気を刺激

論文については、筆頭著者、責任著者のみを対象と
した
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熊本大学 Top１０研究者 2020

スライド投影のみ



大学のビジョン策定
（大学戦略会議：学⾧・理事）

部局行動計画の作成

共有 共有 評価

25％

教員ポスト

￥
予算

10億円

教員採用方針

H28.10
決定

・平成28年度部局配分定数の75％の教員で部局運営す
るための組織再編成を構想

・今後６年間の機能強化の方策と目標値（KPI）の設定

H28年度： 3ポスト
H29年度：12ポスト
H30年度：11ポスト
R1年度 ： 7ポスト
R2年度 ： 8ポスト

部局配分定数
を拠出

課題解決
大学の機能強化の方向性と
合致する改革推進部局に
学内資源を再配分

学⾧裁量 学⾧裁量

学 ⾧

部 局

ビジョンに合致した
機能強化の取組

学⾧裁量経費の
重点配分

機能強化に必要と評価された
ポスト要求
学⾧裁量ポストを
貸与（最大6年）
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部局への競争的配分
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科学技術力の低下・負のスパイラル

理工学分野の研究力低下

科学技術力の低下

科学技術立国である
我が国の衰退

研究力低下がもたらす負のスパイラル

科学技術力

低下

研究力低下

理工学部への
入学倍率↓
偏差値↓

研究力低下
博士課程への
進学率↓
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科学技術力を強くするためには
大学だけの力では難しい…

1. 科学技術に対する“あこがれ”、 “好奇心”の醸成
• 初等教育（小学校、中学校）からの科学心の涵養

トップ研究者からのメッセージ（ノーベル賞受賞者による全国講演行脚）

2. 数学を面白く
• 理科は好きだが、数学は苦手なため、理系への進学を断念
• 数学を面白く教える教師の育成（中学校、高校）
• 大学入試問題を基本的なものや大学に入って必要なレベルにする

3. 負のイメージからの脱却
• 環境問題に対する科学技術の負の側面（海洋プラスチックや原発の問題）

• 新たな科学技術でしか解決できない！

4. 理工学部系に国家資格を？
• 医学部、薬学部は国家資格が取れる＝生活の安定を担保

5. 理工学系にプラスな一面もある
• 企業は理工学部卒や、修了者を採用したい

→この点をもっと高校生に広報する必要がある
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